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【評価意見】 

 本研究では、研究代表者が独自に開発した有機金属気相選択成長法により半導体ナ

ノワイヤを作製し、結晶成長、ナノワイヤの電子・光物性を調べて、その応用の可能

性を明らかにした。研究期間終了後も、多数の論文を発表し、被引用回数も多くを数

えている。また、InAs ナノワイヤの径を 30nm まで細くしたトンネル電界効果トラ

ンジスタにおいて、ドレイン－ゲート電圧特性の立ち上がりを従来の 1/3 の世界最小

値で実現していることと、AlInP 層を成長したナノワイヤ太陽電池で 6.35%の効率を

実現したことを代表に、優れた研究成果を上げており、本研究は順調に発展したと判

定される。 

 また、国際会議招待講演回数も多く、本成果が、この分野で世界的に注目されてい

ることが分かる。さらに、特許も多数出願しており、今後の産業応用が期待される。

このほか、若手研究者も活躍しており、本研究の成果が適切に社会還元されていると

評価できる。 

  

 


